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支えあいのまちづくり協議体（京橋地域）実施報告 

 

中央区に住む方・働く方ができる支えあいの形について、身近な地域で話し合う「支えあいのまちづく

り協議体（第２層協議体）」の令和 3 年度第３回目を、京橋地域で開催しました。 

 

 

１ 実施日 

  令和３年９月１６日（木）10:00～11:30 

 

２ 出席者 

  日頃高齢者と関わる機会の多い地域住民、関係機関、生活支援コーディネーター ９名 

  ※うち１名は京橋おとしより相談センターの実習生 

 

３ 内容 

  ・出席者近況報告 

  ・前回の振り返り（「地域のつながりづくり」に向けた情報発信について） 

  ・地域支えあいづくり協議体（第１層協議体）実施報告 

・意見交換 「情報発信」に向けた具体的な取り組みについて 

 

４ 出席者近況報告の要旨 

  最近の地域活動や参加者の声、勝どきデイルームで開催した団体交流会に参加した感想を共有した

ほか、コロナ禍での業務の実施状況について話を伺った。 

 

５ 前回の振り返り 

  前回の協議体では、「『地域のつながりづくり』に向けた情報発信」をテーマに、「発信する情報の

内容」及び「情報を発信する方法」について検討するワークを行った。 

「発信する情報の内容」については、身近な地域のサロン・イベントや本協議体に参加するメンバー

が知り得ている活動を発信すること、「情報を発信する方法」としては SNS（オンライン）やチラ

シで発信する方法、リーダーミーティングの開催が挙がったことを確認した。 

 

６ 意見交換 「地域のつながりづくり」に向けた情報発信について 

前回の協議結果を踏まえ、コーディネーターが中心となり「コーディネーター通信（案）」を作成し、

紙媒体及び SNS を活用し発信することを提案。内容については、京橋地域の情報発信に向け各メン

バーの意見を踏まえ試行錯誤を繰り返しながら完成形を目指すことを当面の方針とした。 

その後は、広報誌の素案を示し①タイトル、②本協議体として広報誌に掲載したいスローガンをワー

クシートに記入し、全体で共有した。 

タイトルについては各メンバーの案を踏まえ検討を重ねた結果、図１で決定。スローガンについて

は、図２の案が挙がった。 
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（図１）「広報誌のタイトル」 

（図２）「広報誌に掲載したいスローガン」 
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７ 今後のスケジュール 

  次回は令和３年 11 月頃に開催予定。  

  今回のワークの結果を踏まえ、内容を精査することとした。 

 

＜参考＞ ワークの様子・結果、集合写真 

  

 

  

 


